
 

 

支払基金統一事例 

【 投薬 】 

 

４５９ 抗ＮＳＡＩＤ潰瘍剤とＰＰＩ等の併算定について 

 

《令和７年２月２８日》 

 

○ 取扱い 

 

経口、経皮鎮痛消炎剤使用中の胃潰瘍又は十二指腸潰瘍に対する抗ＮＳＡ

ＩＤ潰瘍剤（サイトテック錠）と次の薬剤の併算定は原則として認められる。 

⑴ プロトンポンプ・インヒビター（ＰＰＩ） 

⑵ Ｈ２ブロッカー 

 

 

○ 取扱いを作成した根拠等 

 

非ステロイド性消炎鎮痛剤（ＮＳＡＩＤｓ）は、高頻度に胃潰瘍又は十二指

腸潰瘍等を引き起こすことが知られており、潰瘍が発症した場合、「消化性潰

瘍診療ガイドライン 2020（改訂第３版）」（日本消化器病学会）では、投与を

中止するか、ＮＳＡＩＤｓの継続投与が必要となる場合はＰＰＩが第一選択

薬として推奨されているが、Ｈ２ブロッカーも一定の効果があるとされている。 

また、サイトテック錠の添付文書の効能・効果は「非ステロイド性消炎鎮痛

剤の長期投与時にみられる胃潰瘍及び十二指腸潰瘍」である。胃酸分泌抑制作

用に加えて粘膜を保護するサイトプロテクション作用を併せもつ防御因子増

強薬であり、攻撃因子抑制薬であるＰＰＩやＨ２ブロッカーとは作用機序が異

なる。 

以上のことから、経口、経皮鎮痛消炎剤使用中の胃潰瘍又は十二指腸潰瘍に

対する抗ＮＳＡＩＤ潰瘍剤（サイトテック錠）とＰＰＩ又はＨ２ブロッカーの

併算定は、原則として認められると判断した。 

 

 

  


